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　このひな型は和歌山県理学療法学術大会での演題応募していただくためのひな型です．
　下記の【目的】【方法】【説明と同意】【結果】【考察】【理学療法学研究としての意義】に構造化して記載お願いします．
　症例発表していただく際も,例外ではございません．
　図表を挿入していただく際は,図は図の下に,表は表の上に通し番号を記載してください．
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